
（平成２６年１２月１７日報道資料抜粋）

年金記録に係る苦情のあっせん等について

年金記録確認関東地方第三者委員会東京地方事務室分

１．今回のあっせん等の概要

（１）年金記録の訂正の必要があるとのあっせんを実施するもの 6 件

国民年金関係 1 件

厚生年金関係 5 件

（２）年金記録の訂正を不要と判断したもの 57 件

国民年金関係 2 件

厚生年金関係 55 件



関東東京国民年金 事案14074 

 

第１ 委員会の結論 

申立人の昭和 56 年 10 月から 57 年３月までの国民年金保険料については、納付して

いたものと認められることから、納付記録を訂正することが必要である。 

 

第２ 申立の要旨等 

  １ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日 ： 昭和28年生 

住    所 ：  

 

  ２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ： 昭和56年10月から57年３月まで 

私は、国民年金保険料を全て納付してきたはずである。申立期間の保険料が未納と

されていることに納得できない。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

申立人は、申立期間を除き、昭和 55 年１月に厚生年金保険の被保険者資格を喪失し

てから平成12年12月に同被保険者資格を再取得するまでの長期間にわたり、国民年金

の被保険者期間の国民年金保険料を全て納付していることから、申立人の納付意識の高

さが認められ、申立期間は６か月と短期間であることを踏まえると、申立期間の保険料

についても納付したものと考えられる。 

その他の事情を含めて総合的に判断すると、申立人は、申立期間の国民年金保険料を

納付していたものと認められる。 

  



関東東京厚生年金 事案25706 

 

第１ 委員会の結論 

事業主が社会保険事務所（当時）に届け出た標準報酬月額は、申立人が主張する標準

報酬月額であったと認められることから、申立人の申立期間の標準報酬月額に係る記録

を19万円に訂正することが必要である。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日 ： 昭和23年生 

住    所 ：  

 

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ： 昭和51年８月１日から同年10月１日まで 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準報酬月額が厚生年金基金の加入員記録

より低額となっているので、記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

申立人のＡ社における申立期間の標準報酬月額は、オンライン記録では 17 万円とさ

れているが、事業所別被保険者名簿では 18万円とされており相違している。 

また、当該名簿では、申立人の標準報酬月額が、昭和 50 年８月の随時改定において

17 万円、同年 10 月の定時決定において 18 万円に改定され、引き続き申立期間まで 18

万円と記録されている。 

しかしながら、申立期間当時の厚生年金保険法第 21条第３項によれば、昭和50年８

月に標準報酬月額の随時改定が行われた場合、同年 10 月の定時決定は適用しないとさ

れていたことから、この記録は不合理な記載内容となっている。 

また、Ａ社から提出された社会保険カードの写しにおいて、申立人の申立期間に係る

標準報酬月額は、19 万円と記録されていることが確認できるところ、事業主は、社会

保険カードに記録のとおり、19 万円で社会保険事務所に提出している旨回答している

上、社会保険カードの記録とオンライン記録の標準報酬月額が相違しているのは、申立

期間のみであることが確認できる。 

さらに、Ｂ厚生年金基金から提出された厚生年金基金加入員台帳の写し及びＣ健康保

険組合から提出された健康保険厚生年金保険被保険者報酬月額変更届の写しによれば、

申立期間の標準報酬月額は 19万円とされている。 

これらを総合的に判断すると、申立期間について、事業主は、申立人が主張する標準

報酬月額（19万円）に係る届出を社会保険事務所に行ったことが認められる。 

  



関東東京厚生年金 事案25707 

 

第１ 委員会の結論 

   申立人は、申立期間の厚生年金保険料を事業主により給与から控除されていたと認め

られることから、申立人のＡ社における資格取得日に係る記録を昭和 59 年４月１日に

訂正し、申立期間の標準報酬月額を 16万円とすることが必要である。 

 なお、事業主は、申立人に係る申立期間の厚生年金保険料を納付する義務を履行して

いないと認められる。 

  

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日 ： 昭和32年生 

住    所 ：  

 

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ： 昭和59年４月１日から同年５月１日まで 

  Ａ社で勤務した期間のうち、申立期間の厚生年金保険の加入記録が無い。昭和 59

年４月から同社に勤務していたので、厚生年金保険の被保険者として認めてほしい。 

  

 

第３ 委員会の判断の理由 

雇用保険の加入記録及びＡ社の関連会社であるＢ社の事業を継承したＣ社から提出さ

れた退職者一覧により、申立人は、申立期間もＡ社に勤務していたことが確認できる。 

また、申立人から提出された昭和 59 年分の給与所得の源泉徴収票により、申立人は

申立期間に係る厚生年金保険料を給与から控除されていたことが推認できる。 

さらに、Ａ社において、申立人と同職種の同僚が保有する給与支給明細書によると、

申立期間に係る厚生年金保険料が控除されていることが確認できる。 

一方、オンライン記録によると、Ａ社は、昭和 59 年５月１日に厚生年金保険の適用

事業所となっており、申立期間は適用事業所となっていないことが確認できる。 

しかしながら、Ａ社に係る商業・法人登記簿謄本によると、同社は、昭和44年10月

１日に設立し、平成 14 年８月＊日に解散しており、申立期間も法人として存続してい

ることが確認できる上、同社が厚生年金保険の適用事業所となった昭和 59 年５月１日

に被保険者資格を取得した申立人を含む 17 人の従業員全員の雇用保険の資格取得日は

同年４月１日であることが確認できることから、申立期間当時、同社は、厚生年金保険

法の適用事業所としての要件を満たしていたと認められる。 

これらを総合的に判断すると、申立人は、厚生年金保険被保険者として、申立期間に

係る厚生年金保険料を事業主により給与から控除されていたと認められる。 

、

  



また、申立期間の標準報酬月額については、申立人のＡ社における昭和 59 年５月の

社会保険事務所（当時）の記録から、16万円とすることが妥当である。 

なお、申立人に係る厚生年金保険料の事業主による納付義務の履行については、事業

主は、申立期間において適用事業所の要件を満たしていながら、社会保険事務所に適用

の届出を行っていなかったと認められることから、これを履行していないと認められる。 

  



関東東京厚生年金 事案25708 

 

第１ 委員会の結論 

申立人の申立期間に係る標準賞与額については、厚生年金保険法第 75 条本文の規定

により、年金額の計算の基礎となる標準賞与額とならない記録とされているが、申立人

は、申立期間に係る厚生年金保険料を事業主により賞与から控除されていたと認められ

ることから、当該記録を取り消し、厚生年金保険の保険給付及び保険料の納付の特例等

に関する法律（以下「特例法」という。）に基づき、申立人の申立期間における標準賞

与額に係る記録を 28万円とすることが必要である。 

 なお、事業主は、申立人に係る当該標準賞与額に基づく厚生年金保険料を納付する義

務を履行していないと認められる。 

  

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 女 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日 ： 昭和60年生 

住    所 ：  

 

  ２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ： 平成22年12月10日 

 Ａ事業所は、平成 22年12月に支払った賞与に係る届出を行っていなかったことか

ら、26 年４月８日に事後訂正の届出を行ったが、当該記録は年金給付に反映されな

いので、給付されるよう記録を訂正してほしい。 

   

 

第３ 委員会の判断の理由 

   Ａ事業所から提出された平成 22 年分の源泉徴収簿及びその添付資料によると、申立

人は、同年 12月10日に同事業所から賞与の支払を受け、厚生年金保険料を事業主によ

り賞与から控除されていたと認められる。 

 一方、特例法に基づき標準賞与額を改定又は決定し、これに基づき記録の訂正及び保

険給付が行われるのは、事業主が源泉控除していたと認められる厚生年金保険料額及び

申立人の賞与額のそれぞれに見合う標準賞与額の範囲内であることから、これらの標準

賞与額のいずれか低い方の額を認定することとなる。 

 したがって、申立期間の標準賞与額については、上記源泉徴収簿等において確認でき

る保険料控除額から、28万円とすることが妥当である。 

 なお、申立人に係る厚生年金保険料の事業主による納付義務の履行については、事業

主は、申立期間に係る賞与の届出を年金事務所に対して提出しておらず、当該賞与に係

る厚生年金保険料を納付していないことを認めていることから、これを履行していない

と認められる。 

  

  

  

 

  



関東東京厚生年金 事案25711 

 

第１ 委員会の結論 

   申立人は、申立期間に係る厚生年金保険料を事業主により賞与から控除されていたと

認められることから、申立人のＡ社における申立期間の標準賞与額に係る記録を、平成

17年７月８日は 101万 9,000円、同年 12月 10日は 100万 4,000円とすることが必要

である。 

 なお、事業主は、申立人に係る当該標準賞与額に基づく厚生年金保険料を納付する義

務を履行していないと認められる。 

  

 

第２ 申立の要旨等 

  １ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日 ： 昭和29年生 

住    所 ：  

 

  ２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ： ① 平成17年７月８日 

            ② 平成 17年12月10日 

   Ａ社における厚生年金保険の被保険者期間のうち、申立期間の賞与の記録が無い。

申立期間に賞与が支給され、厚生年金保険料が控除されたのは確かなので、賞与の記

録を認めてほしい。 

 

 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社は、当時の賞与に係る資料は残っていないものの、申立期間において、申立人の

役職から、申立人には 80 万円から 100 万円程度の賞与を支払ったと思うと回答してお

り、申立人の主張と一致している。 

また、Ａ社は、当該賞与から厚生年金保険料を控除したと回答している。 

さらに、申立人から提出された平成 17 年分給与所得の源泉徴収票で確認できる当該

１年分の社会保険料控除額及び支払金額は、申立人に係るオンライン記録の標準報酬月

額及び申立人から提出のあった給与明細を基に算出した年間の社会保険料及び支払金額

の合計額を上回っていることが確認できる。 

これらを総合的に判断すると、申立人は申立期間にＡ社から賞与の支払を受け、当該

賞与に係る厚生年金保険料を事業主により賞与から控除されていたものと認められる。 

また、申立期間の標準賞与額については、上記源泉徴収票において確認できる社会保

険料控除額を基に算出した保険料控除額から判断すると、平成 17 年７月８日は 101 万

9,000円、同年 12月10日は100万4,000円とすることが妥当である。 

  



なお、申立人に係る保険料の事業主による納付義務の履行については、事業主は、申

立期間に係る賞与支払届を社会保険事務所（当時）に提出しておらず、保険料を納付し

ていないことを認めていることから、事業主は、申立人に係る申立期間の保険料を納付

する義務を履行していないと認められる。 

    

  



関東東京厚生年金 事案25712 

 

第１ 委員会の結論 

申立人の申立期間の標準報酬月額に係る記録については、申立期間のうち、平成 21

年９月から同年 11月までは 16万円、22年 11月から 23年２月までは 19万円、同年４

月から24年２月までは 18万円に訂正することが必要である。 

なお、事業主は、申立人に係る当該標準報酬月額に基づく厚生年金保険料（訂正前の

標準報酬月額に基づく厚生年金保険料を除く。）を納付する義務を履行していないと認

められる。 

また、申立期間のうち、平成 24年３月１日から25年９月１日までの期間について、

標準報酬月額の決定又は改定の基礎となる 23 年４月から同年６月までは標準報酬月額

19万円、24年４月から同年６月までは標準報酬月額18万円に相当する報酬月額が事業

主により申立人へ支払われていたと認められることから、申立人のＡ社における当該期

間の標準報酬月額に係る記録を、同年３月から同年８月までは 19 万円、同年９月から

25年８月までは 18万円に訂正することが必要である。 

 

第２ 申立の要旨等 

  １ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日 ： 昭和51年生 

住    所 ：  

 

  ２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ： 平成21年９月１日から25年９月１日まで 

  ねんきん定期便を確認したところ、Ａ社に勤務していた期間のうち、申立期間に係

る厚生年金保険の標準報酬月額が、報酬額に見合う標準報酬月額と相違している。給

料支払明細書を提出するので、標準報酬月額の記録を訂正してほしい。 

  

 

第３ 委員会の判断の理由 

１ 申立人は、申立期間に係る年金記録の訂正を求めているが、あっせんの根拠となる

法律の適用については、特例的に、厚生年金保険料の徴収権が時効により消滅した期

間のうち、申立日において保険料徴収権が時効により消滅していた期間については、

厚生年金保険の保険給付及び保険料の納付の特例等に関する法律（以下「厚生年金特

例法」という。）を、その他の期間については、厚生年金保険法を適用する、という

厚生労働省の見解が示されたことを踏まえて、当委員会では、上記各期間において、

その期間に適用される法律に基づき記録訂正が認められるかを判断することとしてい

る。 

  



したがって、申立期間のうち、平成 21年９月１日から24年３月１日までの期間に

ついては、本件申立日において保険料徴収権が時効により消滅していた期間であるか

ら、厚生年金特例法を適用し、同年３月１日から 25 年９月１日までの期間について

は、本件申立日において保険料徴収権が時効により消滅していない期間であるから、

厚生年金保険法を適用する。 

２ 申立期間のうち、平成 21年９月１日から24年３月１日までの期間について、申立

人は、当該期間の標準報酬月額の相違について申し立てているところ、厚生年金特例

法に基づき標準報酬月額を改定又は決定し、これに基づき記録の訂正及び保険給付が

行われるのは、事業主が源泉控除していたと認められる保険料額及び申立人の報酬月

額のそれぞれに見合う標準報酬月額の範囲内であることから、これらの標準報酬月額

のいずれか低い方の額を認定することとなる。 

したがって、当該期間のうち、平成 21年９月から同年 11月まで、22年 11月から

23 年２月まで及び同年４月から 24 年２月までの標準報酬月額については、給料支払

明細書において確認できる保険料控除額から、21 年９月から同年 11 月までは 16 万

円、22年 11月から 23年２月までは 19万円、同年４月から 24年２月までは 18万円

とすることが妥当である。 

なお、申立人に係る保険料の事業主による納付義務の履行については、事業主から

回答が無いため、これを確認できないが、上記給料支払明細書において確認できる保

険料控除額に見合う標準報酬月額とオンライン記録における標準報酬月額が、平成

21年９月から同年 11月まで、22年 11月から 23年２月まで及び同年４月から 24年

２月までの長期間にわたり一致していないことから、事業主は、当該保険料控除額に

見合う報酬月額を届け出ておらず、その結果、社会保険事務所（当時。平成 22 年１

月以降は、年金事務所）は、当該報酬月額に見合う厚生年金保険料について納入の告

知を行っておらず、事業主は、当該保険料を納付する義務を履行していないと認めら

れる。 

次に、当該期間のうち、平成 21年 12月から 22年 10月まで及び 23年３月につい

ては、給料支払明細書において確認できる保険料控除額に見合う標準報酬月額は、オ

ンライン記録の標準報酬月額と一致していることから、厚生年金特例法による保険給

付の対象に当たらないため、あっせんは行わない。 

３ 申立期間のうち、平成 24年３月１日から25年９月１日までの期間について、申立

人の標準報酬月額は、オンライン記録によると、15万円と記録されている。 

しかしながら、申立人から提出のあった給料支払明細書によると、標準報酬月額の

決定又は改定の基礎となる平成 23年４月から同年６月までは標準報酬月額19万円、

24 年４月から同年６月までは標準報酬月額 18 万円に相当する報酬月額が事業主によ

り申立人へ支払われていたことが確認できる。 

したがって、申立人のＡ社における当該期間の標準報酬月額を平成 24 年３月から

同年８月までは 19 万円、同年９月から 25 年８月までは 18 万円に訂正することが必

要である。 

  



関東東京国民年金 事案14075 

 

第１ 委員会の結論 

申立人の昭和 61年８月から 62年６月までの期間、63年 10月から平成７年４月まで

の期間及び９年５月から 11年11月までの期間の国民年金保険料については、納付して

いたものと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

  １ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日 ： 昭和41年生 

住    所 ：  

 

  ２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ： ① 昭和61年８月から62年６月まで 

           ② 昭和63年10月から平成３年３月まで 

           ③ 平成３年４月から７年４月まで 

           ④ 平成９年５月から11年11月まで 

私の両親は、私が学生だった 20歳の時（昭和61年＊月）に私の国民年金の加入手

続を行い、国民年金保険料を納付してくれていたはずである。平成 10 年５月に父が

亡くなってからは、私が 11年12月に会社に勤務するまで保険料を納付していた。申

立期間の保険料を納付していたものと認めてほしい。 

  

  

  

     

第３ 委員会の判断の理由 

申立期間①については、申立人は、申立人が 20歳になった昭和61年＊月に申立人の

両親が国民年金の加入手続を行い、国民年金保険料を納付してくれていたと述べている

が、申立人の国民年金手帳記号番号は、62 年７月に任意加入したことにより払い出さ

れており、当該期間は学生の国民年金への加入が任意とされていた期間の未加入期間で

あり、申立人に対して別の手帳記号番号が払い出されていたことをうかがわせる事情も

見当たらないことから、当該期間の保険料を納付することはできなかったものと考えら

れる。 

申立期間②については、オンライン記録によれば、申立人は、昭和63年10月に国民

年金の被保険者資格を喪失しており（処理日は同月 13 日）、その後、当該期間におい

て申立人が同被保険者資格を取得したことをうかがわせる事情も見当たらないことから、

当該期間は国民年金の未加入期間であり、当該期間の保険料を納付することはできなか

ったものと考えられる。 

申立期間③については、オンライン記録によれば、当該期間を国民年金の被保険者期

  



間とする記録の追加が平成９年５月 21 日に行われており、この記録追加時点より前に

当該期間が国民年金の被保険者期間とされていたことをうかがわせる事情も見当たらな

いことから、申立人は、当該記録追加時点まで国民年金に加入しておらず、当該期間の

保険料を納付することはできなかったものと考えられ、当該記録追加時点では、当該期

間のうち３年４月から７年３月まで（49 か月中 48 か月）の保険料は時効により納付す

ることができない。 

申立期間④については、オンライン記録によれば、申立人は、平成９年５月に国民年

金の被保険者資格を喪失しており（処理日は同月 21 日）、その後、当該期間において

申立人が同被保険者資格を取得したことをうかがわせる事情も見当たらないことから、

当該期間は国民年金の未加入期間であり、当該期間の保険料を納付することはできなか

ったものと考えられる。 

そのほか、申立人の両親及び申立人が申立期間の保険料を納付していたことを示す関

連資料（家計簿、確定申告書等）は無く、申立期間の保険料を納付していたことをうか

がわせる周辺事情も見当たらない。 

これら申立内容及びこれまで収集した関連資料、周辺事情を総合的に判断すると、申

立人が申立期間の国民年金保険料を納付していたものと認めることはできない。 

  



関東東京国民年金 事案14076 

 

第１ 委員会の結論 

申立人の昭和 55 年５月から 58 年３月までの期間及び 61 年４月の国民年金保険料に

ついては、納付していたものと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

  １ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 女 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日 ： 昭和31年生 

住    所 ：  

 

  ２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ： ① 昭和 55年５月から58年３月まで 

                  ② 昭和 61年４月 

私は、会社を退職した昭和 55 年５月頃にＡ市役所で国民年金の加入手続を行い、

納付書に記載されていた納期限内に金融機関で国民年金保険料を納付していた。 

また、その後に勤務した会社を退職したときも、厚生年金保険から国民年金への切

替手続を行い、納付書に記載されていた納期限内に金融機関で保険料を納付していた。

申立期間の保険料が未納とされていることに納得できない。 

   

 

第３ 委員会の判断の理由 

申立人は、会社を退職した昭和 55 年５月頃にＡ市役所で国民年金の加入手続を行い、

納付書に記載されていた納期限内に金融機関で国民年金保険料を納付していたと述べて

いるが、申立人の国民年金手帳記号番号は、オンライン記録の申立人の資格取得記録の

処理日（平成３年２月 13 日）から、同年２月頃にＢ区で払い出されたと推認でき、申

立人に対して別の手帳記号番号が払い出されていたことをうかがわせる事情も見当たら

ないことから、申立人は、当該手帳記号番号が払い出されるまで国民年金に加入してお

らず、申立期間の保険料を納付することができなかったものと考えられる。 

なお、上述のとおり、申立人の手帳記号番号は平成３年２月頃に払い出されたと推認

でき、同年２月時点では、申立期間の保険料は時効により納付することができない。 

そのほか、申立人が申立期間の保険料を納付していたことを示す関連資料（家計簿、

確定申告書等）は無く、申立期間の保険料を納付していたことをうかがわせる周辺事情

も見当たらない。 

これら申立内容及びこれまで収集した関連資料、周辺事情を総合的に判断すると、申

立人が申立期間の国民年金保険料を納付していたものと認めることはできない。 

  



関東東京厚生年金 事案25709 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、厚生年金保険被保険者として厚生年金保険料を事業主

により給与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男（死亡） 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日 ： 昭和２年生 

住    所 ：  

 

  ２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ： 昭和27年４月１日から55年５月１日まで 

Ａ社に勤務した申立期間の厚生年金保険の加入記録が無い。同社に勤務したことは

間違いないので、申立期間を厚生年金保険の被保険者期間として認めてほしい。 

（注）申立ては、死亡した申立人の妻が、申立人の年金記録の訂正を求めて行った

ものである。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

申立人の同僚（親戚）は、自身は昭和 42 年頃から４、５年間、Ａ社で勤務し、申立

人と一緒にＢ業務関係の仕事に従事した旨述べていることから、勤務期間は特定できな

いものの、申立人が同社で勤務していたことはうかがえる。 

しかし、適用事業所名簿によると、Ａ社は、昭和 51年12月１日に厚生年金保険の適

用事業所となっており、申立期間のうち、同日より前の期間は適用事業所となっていな

いことが確認できる。 

また、Ａ社は、申立人の申立期間における勤務実態及び厚生年金保険料の控除につい

て、確認資料等の保管場所が不明のため、調べることができないと回答している。 

さらに、上記同僚は、自身も申立人もＡ社で勤務していた頃は厚生年金保険に加入し

ておらず、自身は昭和 60 年頃から別の会社で厚生年金保険を掛け始めた旨述べている。 

加えて、オンライン記録によると、申立人は、国民年金に、制度発足時から 60 歳に

達するまでの期間において加入し、当該期間に係る国民年金保険料を納付していること

が確認できる。 

このほか、申立人の申立期間における厚生年金保険料の控除について確認できる関連

資料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が厚

生年金保険の被保険者として、申立期間に係る厚生年金保険料を事業主により給与から

控除されていたと認めることはできない。 

 

  



関東東京厚生年金 事案25710 

 

第１ 委員会の結論 

   申立人は、申立期間について、厚生年金保険被保険者として厚生年金保険料を事業主

により給与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日 ： 昭和17年生 

住    所 ：  

 

  ２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ： 昭和32年３月18日から42年７月１日まで 

  Ａ店に勤務した期間の厚生年金保険の加入記録が無い。同店では、Ｂ職として勤務

していたので、申立期間を厚生年金保険の被保険者期間として認めてほしい。 

  

 

第３ 委員会の判断の理由 

   Ｃ図書館から提出された昭和 42 年版の全住宅案内地図帳によると、申立人が記憶す

る住所に「Ａ」店の記載が確認できる上、申立人が記憶する同僚及び当該同僚が記憶す

る従業員の供述から判断すると、勤務期間は特定できないものの、申立人がＡ店でＢ職

として勤務していたことはうかがえる。 

しかしながら、申立人は、Ａ店はＤ事業であったとしていることから、申立期間当時

同店は厚生年金保険の強制適用事業所ではなかったことがうかがえるところ、オンライ

ン記録及び適用事業所検索システムにおいても、同店が厚生年金保険の適用事業所とな

った記録は確認できない。 

また、申立人及び上記同僚が記憶する事業主については、連絡先が不明であるため、

申立人の申立期間における勤務状況及び厚生年金保険の取扱いについて確認することが

できない。 

さらに、Ａ店について、上記同僚は、同店は厚生年金保険には加入しておらず、給与

から国民年金保険料が控除されていたが、途中から自分で納付するようになった旨供述

しているところ、オンライン記録によると、当該同僚が申立期間において厚生年金保険

の被保険者となった記録は無く、申立期間の途中から国民年金保険料を納付しているこ

とが確認できる上、申立人は、申立期間のうち昭和39年４月から42年３月までの期間

に国民年金保険料を納付していることが確認できる。 

 このほか、申立人の申立期間における厚生年金保険料の控除について確認できる関連

資料及び周辺事情は見当たらない。 

、

  

  



   これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が厚

生年金保険の被保険者として、申立期間に係る厚生年金保険料を事業主により給与から

控除されていたと認めることはできない。 

  



関東東京厚生年金 事案25713 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間に係る脱退手当金を受給していないものと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 女 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日 ： 昭和11年生 

住    所 ：  

 

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ： ① 昭和 27年５月１日から同年８月１日まで 

② 昭和27年８月１日から29年７月24日まで 

③ 昭和 30年12月21日から35年12月９日まで 

平成 25 年の春頃、Ａ社に勤務していた同僚から脱退手当金を受け取った話を聞い

たため、年金事務所で自分の記録を調べてもらったところ、脱退手当金の支給記録が

あった。しかし、脱退手当金は受け取った記憶が無いので、脱退手当金の支給記録を

取り消してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

申立人に係る厚生年金保険被保険者台帳には、脱退手当金が支給決定された昭和 36

年９月 25 日の直前の同年９月２日に、脱退手当金の算定のために必要となる標準報酬

月額等を厚生省（当時）から当該脱退手当金の裁定庁へ回答したことが記録されている

上、申立人が申立期間③当時に勤務していたＡ社に係る事業所別被保険者名簿の申立人

の欄には、脱退手当金が支給されていることを意味する「脱」の表示が記されていると

ともに、申立期間に係る脱退手当金は、支給額に計算上の誤りは無いなど、当該脱退手

当金の支給に係る一連の事務処理に不自然さはうかがえない。 

また、申立人から聴取しても、脱退手当金については、受給した記憶が無いというほ

かに受給していないことをうかがわせる事情は見当たらない。 

これらの理由及びその他の事情などを総合的に判断すると、申立人は、申立期間に係

る脱退手当金を受給していないものと認めることはできない。 

  



関東東京厚生年金 事案25714 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、厚生年金保険被保険者として厚生年金保険料を事業主

により給与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日 ： 昭和45年生 

住    所 ：  

 

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ： 平成４年３月 31日から同年４月１日まで 

Ａ社において、平成４年３月 31 日付けで退職届を提出し、同年３月分の厚生年金

保険料は給与から控除されていたと思うので、申立期間を厚生年金保険の被保険者期

間として認めてほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

 申立人のＡ社における雇用保険の加入記録から、申立人の離職日は平成４年３月 30

日と確認できる上、同社の社会保険事務の委託先である社会保険労務士事務所が作成し

た被保険者台帳によると、申立人の被保険者資格喪失日は同年３月 31 日と記載されて

おり、オンライン記録と一致している。 

 また、申立人が申立期間後に勤務している勤務先から提出された申立人に係る履歴カ

ードによると、Ａ社における退職日は平成４年３月 30 日と記録されていることが確認

できる。 

さらに、Ａ社における申立期間当時の元事業主は、「事業所は既に解散し、当時の資

料を保存していないため、申立人の申立期間に係る勤務実態及び厚生年金保険料の控除

は不明である。」と回答している。 

このほか、申立人の申立期間における厚生年金保険料の控除について確認できる関連

資料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が厚

生年金保険の被保険者として、申立期間に係る厚生年金保険料を事業主により給与から

控除されていたと認めることはできない。 

  



関東東京厚生年金 事案25715 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、厚生年金保険被保険者として厚生年金保険料を事業主

により給与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日 ： 昭和９年生 

住    所 ：  

 
  ２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ： 昭和33年９月10日から35年３月20日まで 

Ａ組合に勤務した期間の厚生年金保険の加入記録が無い。勤務していたのは間違い

ないので、申立期間を厚生年金保険の被保険者期間として認めてほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ組合は、閉鎖登記簿によると、昭和 39 年８月＊日に解散合併してＢ組合となり、

その後、Ｃ組合となっていることが確認できるが、同組合は、当時の資料が無いため、

申立人の申立期間に係る勤務実態、厚生年金保険の届出及び保険料控除については分か

らないと回答している。 

また、Ａ組合に係る健康保険厚生年金保険被保険者名簿により、申立人が姓のみを記

憶する二人と同姓の者は、被保険者であったことが確認できるものの、いずれの者も連

絡先不明であり、申立人の申立期間に係る勤務等について確認することができない。 

さらに、上記被保険者名簿により、申立期間に厚生年金保険の被保険者であったこと

が確認できる者は 12 人いるものの、全員連絡先が不明であり、申立人の申立期間に係

る勤務等について確認することができない。 

加えて、上記被保険者名簿を確認したものの、申立期間に健康保険の整理番号に欠番

は見当たらない。 

なお、上記被保険者名簿により、Ａ組合は昭和 34 年１月２日付けでＤ共済組合へ編

入していることが確認できるものの、同共済組合は申立人の申立期間に係る記録は確認

できない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が厚

生年金保険被保険者として、申立期間に係る厚生年金保険料を事業主により給与から控

除されていたと認めることはできない。 

  



関東東京厚生年金 事案25716 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、厚生年金保険被保険者として厚生年金保険料を事業主

により給与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

  １ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 女 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日 ： 昭和11年生 

住    所 ：  

 

  ２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ： ① 昭和 32年３月12日から同年４月20日まで 

         ② 昭和 33年11月27日から同年12月21日まで 

         ③ 昭和 34年６月１日から35年８月１日まで 

Ａ社及びＢ社に勤務した期間のうち、申立期間の厚生年金保険の加入記録が無い。

自身の記憶と相違しているので、調査して申立期間を厚生年金保険の被保険者期間と

して認めてほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

  １ 申立期間①及び②について、Ａ社は、既に厚生年金保険の適用事業所ではなくなっ

ている上、事業主の所在も確認できないことから、申立人の申立期間①及び②に係る

勤務実態及び厚生年金保険の取扱いについて確認することはできない。 

  また、申立人が記憶する同僚４人のうち連絡可能な３人に照会し、二人から回答を

得られたが、一人は申立人を記憶しておらず、残る一人は申立人を記憶しているもの

の、勤務期間については分からない旨回答している。 

  さらに、Ａ社の事業所別被保険者名簿により、申立期間①に同社で資格を取得した

従業員36人のうち連絡可能な 10人に照会し、５人から回答を得られたが、４人は申

立人を記憶しておらず、残る一人は、昭和 32年３月12日に同社が厚生年金保険に加

入する際に申立人は同社に勤務していなかったと思う旨述べている。 

加えて、上記被保険者名簿により、Ａ社が厚生年金保険の適用事業所ではなくなっ

た日に被保険者であった 42人のうち連絡可能な13人に照会し、回答を得られた７人

のうち、申立人を記憶している者は二人確認できたものの、いずれの者も申立人の勤

務期間については分からない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間①及び②における勤務及び厚生年金保険料の控除につ

いて確認できる関連資料及び周辺事情は見当たらない。 

  

  



 これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が

厚生年金保険被保険者として、申立期間①及び②に係る厚生年金保険料を事業主によ

り給与から控除されていたと認めることはできない。 

 ２ 申立期間③について、Ｂ社は、既に厚生年金保険の適用事業所ではなくなっている

上、事業主の所在も確認できないことから、申立人の申立期間③に係る勤務実態及び

厚生年金保険の取扱いについて確認することはできない。 

   また、Ｂ社の事業所別被保険者名簿により、申立期間③に資格を取得した 41 人の

うち連絡可能な 18人に照会し、回答を得られた14人のうち、申立人を記憶している

者は４人確認できたものの、いずれの者も申立人の入社日は分からない旨回答してお

り、うち一人は自身が入社した昭和 35 年５月より後に申立人は入社したと思う旨述

べている。 

   さらに、上記 14 人のうち３人は、Ｂ社が厚生年金保険の適用事業所になった昭和

34 年６月１日に勤務していた従業員は全員厚生年金保険に加入した旨述べており、

このうち一人は、その理由として、同年頃に社内で待遇等への不満が出て、自身が役

所に相談に行った結果、同社に対し指導が行われたためである旨述べている。 

 加えて、申立人はＢ社で姉と一緒に勤務した期間は無い旨述べているところ、同社

の事業所別被保険者名簿によると、申立人の姉と同姓同名、同生年月日である者の加

入記録は申立期間③と一部重複していることが確認できる。 

このほか、申立人の申立期間③における勤務及び厚生年金保険料の控除について確

認できる関連資料及び周辺事情は見当たらない。 

 これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が

厚生年金保険被保険者として、申立期間③に係る厚生年金保険料を事業主により給与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

 

 

  



関東東京厚生年金 事案25717 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和29年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ： 平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

  



関東東京厚生年金 事案25718 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 女 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和28年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

  



関東東京厚生年金 事案25719 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和30年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

  



関東東京厚生年金 事案25720 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 女 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和16年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

  



関東東京厚生年金 事案25721 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 女 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和27年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

  



関東東京厚生年金 事案25722 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和29年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

  



関東東京厚生年金 事案25723 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和28年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与が

支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

  



関東東京厚生年金 事案25724 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和34年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

  



関東東京厚生年金 事案25725 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和48年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

  



関東東京厚生年金 事案25726 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和48年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

  



関東東京厚生年金 事案25727 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和42年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

  



関東東京厚生年金 事案25728 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 女 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和25年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

  



関東東京厚生年金 事案25729 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 女 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和45年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

  



関東東京厚生年金 事案25730 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 女 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和44年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

  



関東東京厚生年金 事案25731 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和50年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

  



関東東京厚生年金 事案25732 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和34年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

  



関東東京厚生年金 事案25733 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和36年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

  



関東東京厚生年金 事案25734 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和30年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

  



関東東京厚生年金 事案25735 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和31年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

  



関東東京厚生年金 事案25736 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和26年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

  



関東東京厚生年金 事案25737 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和27年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

  



関東東京厚生年金 事案25738 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和39年生 

住    所 ：  

 

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

  



関東東京厚生年金 事案25739 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 女 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和44年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

  



関東東京厚生年金 事案25740 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和45年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

  



関東東京厚生年金 事案25741 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和53年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

  



関東東京厚生年金 事案25742 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和43年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

  



関東東京厚生年金 事案25743 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和42年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

  



関東東京厚生年金 事案25744 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 女 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和39年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

  



関東東京厚生年金 事案25745 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和34年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

  



関東東京厚生年金 事案25746 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和38年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

  



関東東京厚生年金 事案25747 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和39年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

  



関東東京厚生年金 事案25748 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和48年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

  



関東東京厚生年金 事案25749 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 女 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和25年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

  



関東東京厚生年金 事案25750 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和52年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

  



関東東京厚生年金 事案25751 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和44年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。

 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

  



関東東京厚生年金 事案25752 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 女 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和37年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

  



関東東京厚生年金 事案25753 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和53年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

  



関東東京厚生年金 事案25754 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和24年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

  



関東東京厚生年金 事案25755 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 女 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和34年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

  



関東東京厚生年金 事案25756 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 女 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和26年生

住    所 ：  

 

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

  



関東東京厚生年金 事案25757 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 女 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和35年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

  



関東東京厚生年金 事案25758 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和42年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

  



関東東京厚生年金 事案25759 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和56年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

  



関東東京厚生年金 事案25760 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ：  男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和50年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

  



関東東京厚生年金 事案25761 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ：  男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和19年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

  



関東東京厚生年金 事案25762 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ：  男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和59年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

  



関東東京厚生年金 事案25763 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和42年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

  



関東東京厚生年金 事案25764 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和42年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

  



関東東京厚生年金 事案25765 

 

第１ 委員会の結論 

申立人は、申立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事

業主により賞与から控除されていたと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

１ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日  ：  昭和26年生 

住    所 ：  

              

２ 申立内容の要旨 

申 立 期 間 ：  平成16年４月23日 

Ａ社に勤務した期間のうち、申立期間の標準賞与額の記録が無い。申立期間に賞与

が支給されたことは間違いないので、調査の上、標準賞与額の記録を訂正してほしい。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

Ａ社から提出された賃金台帳により、申立人は、申立期間に、同社から賞与の支払を

受けていたことが認められる。 

しかしながら、上記賃金台帳によると、当該賞与に係る厚生年金保険料控除は確認で

きない上、Ａ社は、当該賞与に係る厚生年金保険料は控除していない旨回答している。 

このほか、申立人の申立期間に係る厚生年金保険料の控除について確認できる関連資

料及び周辺事情は見当たらない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、申立人が申

立期間について、その主張する標準賞与額に基づく厚生年金保険料を事業主により賞与

から控除されていたと認めることはできない。 

 

 

  




